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歯科医師や歯科衛生士の精密な処置は，患者の治療予後を大きく左右することから，口腔内患部を拡大視
野下で診療することは有用であり，歯科用実体顕微鏡および歯科用サージカルルーペ（以下，拡大鏡と称する）
の使用頻度は増えてきている．しかし，歯科用実体顕微鏡は高価であることから，臨床経験の浅い時期から
使用することは難しい．しかし拡大鏡は比較的安価なものが多く，臨床経験の浅い時期から使用することが
可能で，適切な診療姿勢の維持も可能なことから拡大視野下での歯科診療の導入的な存在となりうる．2022
年の 12 月に，拡大鏡を扱う 6社に，本学への参集を依頼し，試着会を実施した．参加者 52 名にアンケート
調査を行ったので，結果を報告する．
参加者にはQ1. 拡大鏡を使用しているか，Q2. 使用している拡大鏡のメーカーおよび倍率，Q3. なぜ今回
の試着会に参加しようと思ったか，Q4. 1 日の診療患者数，Q5. 拡大鏡は歯科診療に必要か，Q6. 拡大鏡は
臨床経験のうち “ いつ ” から使用すべきか，Q7. 参加者の職種，Q8. 参加者の性別，Q9. 参加者の臨床経験
年数の 9つの設問を提示した．
拡大鏡を使用しているかという質問に対しては 34 名（65.4％）が “ いいえ ” と回答した．
試着会に参加しようと思った理由については，「拡大鏡を使ってみたい」，「他の先生が拡大鏡を使ってい
るのをみて興味がわいた」という回答が多かった．拡大鏡は臨床経験のうち “いつ ” から使用すべきかとい
う設問では，「臨床研修歯科医から」が 26 名（50.0％）と最も多かった．
試着会参加者における拡大鏡の使用率は 34.6% と高くはないが，将来的に使用を考えている者が 61.5% お
り，拡大視野下で診療することへの意識が高いことが示唆され，特に 1～ 2年目の経験の浅い歯科医師や歯
科衛生士が拡大鏡使用での診療を必要だと考えていることがわかった．

キーワード：拡大視野下診療，歯科用サージカルルーペ，歯科用実体顕微鏡

The precise treatment of dentists and dental hygienists can greatly aff ect the patient’s prognosis, so it is 
useful to examine the oral lesion under an enlarged view, and the use of dental operating microscopes and 
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材料と方法

1．アンケート対象者
対象は朝日大学歯学部教職員，朝日大学医科歯科医
療センターと朝日大学 PDI 岐阜歯科診療所に所属す
る歯科医師，歯科衛生士および朝日大学歯学部の学
生で，試着会の実施を事前に告知した．2022 年 12 月
9 日に試着会を実施し，参加したのは 52 名であった．
参加者全員にアンケートを実施した．

2．実施したアンケート
試着会の参加者に実施したアンケートは次の通りで
ある（図 1）．
参加者にはQ1. 拡大鏡を使用しているか，Q2. 使用
している拡大鏡のメーカーおよび倍率，Q3. なぜ今回
の試着会に参加しようと思ったか，Q4. 1 日の診療患
者数，Q5. 拡大鏡は歯科診療に必要か，Q6. 拡大鏡は
臨床経験のうち “ いつ ” から使用すべきか，Q7. 参加
者の職種，Q8. 参加者の性別，Q9. 参加者の臨床経験
年数の 9つの設問を提示した．実施したアンケートは
集計し，分析を行った．

緒　　言

歯科医師や歯科衛生士の歯科治療における精密な処
置は，患者の治療予後を大きく左右することから，口
腔内患部を拡大視野下で診療することは有用だと言わ
れており 1，2），歯科用実体顕微鏡および歯科用サージ
カルルーペ（以下，拡大鏡と称する）の使用頻度は増
えてきている 3-7）．
歯科用実体顕微鏡は臨床経験の浅い時期から使用す

ることは，実体顕微鏡の値段の高さや導入台数が少な
いことから難しく，若い歯科医師が拡大視野下での診
療をあきらめてしまうことが多い．しかし，拡大鏡は
比較的安価なものが多く，臨床経験の浅い時期から使
用することが可能で，適切な診療姿勢の維持も可能な
ことが 8）拡大視野下での歯科診療の導入的な存在とな
りうる．
今回，朝日大学では日本国内で拡大鏡を取り扱う 6

社に参集してもらい，拡大鏡の試着会を実施した．参
加した 52 名に対し，見学を終えたあとにアンケート
を行い，拡大視野下での診療についてどのようにとら
えているかを調査したので報告する．

dental surgical loupes （hereinafter referred to as magnifying glasses） is increasing. However, it is diffi  cult 
for young dentists to use dental operating microscopes early in their clinical experience because of the high 
cost of dental operating microscopes, and they often abandon treatment under a magnifi ed view. Magnifying 
glasses are relatively inexpensive, and can be used from the early stages of clinical experience, while main-
taining an appropriate treatment posture, making them an introductory presence in dental treatment under 
an enlarged view. In December 2022, six companies that handle magnifying glasses were invited to partici-
pate in a joint fi tting session at the university, and a questionnaire survey was conducted on the 52 partici-
pants to report the results.
The participants were asked nine questions: Q1. Do you use magnifying glasses? Q2. What is the man-

ufacturer and magnifi cation of the magnifying glasses you use? Q3. Why did you decide to participate in 
this fi tting session? Q4. How many patients do you see in a day? Q5. Do you think magnifying glasses are 
necessary for dental treatment? Q6. When should magnifying glasses be used during clinical experience? 
Q7. What is the participant’s job title? Q8. What is the participant’s gender? Q9. What is the participant’s 
years of clinical experience?
Regarding the question of whether or not they use magnifying glasses, 34 （65.4%） answered “no”. The 

reasons for wanting to participate in the fi tting session were that many participants wanted to “try using 
magnifying glasses” and “became interested after seeing other dentists using magnifying glasses.” Regarding 
the question of when magnifying glasses should be used during clinical experience, “from clinical training 
dentists” was the most common response, with 26 participants （50.0%）.
Although the usage rate of magnifying glasses among fi tting session participants was not high at 34.6%, 

61.5% of them were considering using them in the future, suggesting a high awareness of treatment under 
an enlarged view, particularly among dentists and dental hygienists with one to two years of clinical experi-
ence who considered magnifying glasses to be necessary.

Key words：Magnifi ed fi eld of view, Surgical Loupe, Microscope
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しては “ はい ” と回答したのは 18 名（34.6％）で，“い
いえ ” と回答したのは 34 名（65.4％）であった（図 2）．
Q2. 使用している拡大鏡メーカーはユニバット（イタ
リア共和国）が 5名，ソンヤンインターナショナル（台
湾）が 4名，サージテル（アメリカ合衆国）およびキー
ラー（グレートブリテン及び北アイルランド連合王国）
が 3名，デザインフォーヴィジョン（アメリカ合衆国）
が 1名，不明が 4名であった．また 1人で 2種の拡大
鏡を所持している者が 2名いた（図 3）．拡大鏡の倍
率については，2.5 倍が 5名，3倍が 8名，4倍が 2名，
5.5 倍が 1 名，6 倍が 2 名であった（図 4）．拡大倍率
の平均値は 3.4 倍であった．Q3. 今回実施した試着会

図 2　日常臨床において拡大鏡を使用しているかの
アンケート結果

図 3　アンケート回答者が使用している拡大鏡メーカー

結　　果

アンケートを実施した 52 名分すべてが有効解答で
あった．Q1. 拡大鏡を使用しているかという質問に対

図 1　実施したアンケート内容
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に参加しようと思った理由については，複数回答可と
した．「拡大鏡を使ってみたい」が 32 名，「拡大鏡購
入の予定はないが，どんなものか見てみたい」が 4名，
「拡大鏡を近日中に購入したい」が 11 名，「ライトに
興味がある」が 14 名，「自分の使用している拡大鏡と
他社製品を比較したい」が 10 名，「自分の使用してい
る拡大鏡の新製品を見たい」が 2名，「他の先生が拡
大鏡を使っているのをみて興味がわいた」が 17 名，

「試着会の参加を先輩や後輩，同僚に誘われた」が 11
名，「試着会開催の掲示をみた」が 9名，「試着会を共
催した株式会社ヨシダおよび株式会社モリタから試着
会開催を聞いた」が 3名であった（図 5）．Q4. 参加者
の 1日の患者数を問う設問では 0人が 20 名（38.5％），
1～ 3 人が 7名（13.5％），4～ 6 人が 13 名（25.0％），
7～ 13 人が 7名（13.5％），14 ～ 19 人が 3名（5.8％），
20 人以上が 2名（3.8％）であった（図 6）．Q5. 拡大
鏡は診療に必要かという設問では，「常に必要だと思
う」が 12 名（23.1％），「状況によっては必要だと思う」
が 40 名（76.9％），「必要はない」が 0名であった（図
7）．Q6. 拡大鏡は臨床経験のうち “ いつ ” から使用す
べきかという設問では，「学生時代から」が5名（9.6％），
「臨床研修歯科医から」が 26 名（50.0％），「2年目から」
が 15 名（28.8％），「3～ 5年目から」が 6名（11.5％），「6
～ 9年目から」が0名，「10年目以降から」が0名であっ
た（図 8）．Q7. 本試着会に参加した職種は，本学職員
の歯科医師が 18 名（34.6％），本学歯学部大学院所属
の歯科医師が9名（17.3％），本学医科歯科医療センター
および PDI 岐阜歯科診療所に所属する臨床研修歯科
医が 18 名（32.7％），本学医科歯科医療センターおよ
び PDI 岐阜歯科診療所に所属する歯科衛生士が 5名
（9.6％），本学歯学部の学生が 2名（3.8％）であった（図
9）．Q8. 本試着会に参加した者の性別は，男性が 35
名（67.3％），女性が 17名（32.7％）であった（図 10）．図 4　アンケート回答者が使用している拡大鏡の倍率

図 5　試着会参加の理由
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図 6　アンケート回答者の 1日の診療患者数

図 7　拡大鏡の必要性についての認識

図 8　拡大鏡の導入時期についての認識
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Q9. 本試着会に参加した者の臨床経験年数は，0年が
2 名（3.8％），1 年目が 18 名（34.6％），2 年目が 6 名
（11.5％），3年目が 3名（5.8％），4年目が 2名（3.8％），
5 年目が 4 名（7.7％），6 年目が 3 名（5.8％），7 年目
が 3名（5.8％），8年目が 3名（5.8％），9年目が 2名
（3.8％），10 年目，18 年目，19 年目，20 年目，33 年目，
46 年目が各 1名（1.9％）であった（図 11）．

考　　察

同試着会において将来的な拡大鏡の導入や使用を考
えているものの，導入していない者が多く参加し，そ
の中でも臨床経験 3年目までの歯科医師や歯科衛生士
が半数以上を占めた．本学においては，歯科医師や歯
科衛生士の拡大鏡・歯科用実体顕微鏡の使用率が年々
高くなってきており，若い歯科医師や歯科衛生士もそ

れに追随したいのではないかと考えられた．実際に歯
学部・歯科大学・歯科衛生士学校では拡大鏡を使用し
て実習や講義が行われているところもあり 9，10），経験
の浅い段階から拡大鏡に触れる機会は多くなってきて
いる．
拡大鏡の導入を検討させる本試着会であったが，拡
大鏡用のライトに対する興味を持っている者も多く，
自らの拡大鏡を持参し，それに合うライトを探しに来
た参加者もいた．拡大鏡の使用については「状況によっ
て必要だと思う」が 7割以上を占めた．これは朝日大
学医科歯科医療センターにおいて，根管治療の視野の
拡大化として，歯科用実体顕微鏡を用いていることか
ら，高倍率で根管内を見ることのできる歯科用実体顕
微鏡と低倍率で視野の広い拡大鏡の環境の棲み分けが
できているのではないかと考えられた．また拡大鏡に

図 9　試着会参加者の職種

図 10　試着会参加者の性別
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よる拡大視野が必要のない，アルジネートを使用した
印象採得や口腔内スキャナを使用した光学印象，補綴
物製作時のシェードテイキングなどでは，拡大鏡を使
用しないなどの状況に応じた選択をする者も多いと考
えられた．拡大鏡の使用開始時期は，歯科医師および
歯科衛生士 1年目から 2年目の経験の浅い時期から必
要だというものが 75% を上回る結果となり，多くの
臨床経験者が若手時代から拡大視野下での診療が必要
だと認識をしていることがわかった．
以上より歯科用サージカルルーペ（拡大鏡）は多数

の歯科医師および歯科衛生士が興味を持っており，臨
床経験年数の浅いうちから導入を検討する者が多く，そ
の機会に触れさせることが重要であることがわかった．

結　　論

拡大鏡の使用率は 34.6% と高くはないが，将来的に
使用を考えている者が 61.5% おり，拡大視野下での診
療の必要性を意識している者が多いことが示唆され，
特に 1～ 2年目の経験の浅い歯科医師や歯科衛生士が
拡大鏡使用を必要だと考えていることがわかった．
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